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和歌山大学宇宙教育研究所では和歌山大学内の電波観測通信施設敷地，和歌山市コス
モパーク加太，東京都伊豆大島の実験場を運用し，広く利用者に提供している。本稿
では2013年度の利用状況を報告するとともに，特に申請手続き・実験配置・広報活動
について記述することで，実験運用者や利用予定者の一助になればと思う。また伊豆
大島については今後運用体制が変わるため一区切りとして3年間分をまとめた。

キーワード： 実践教育 , 実験場 , 高高度 , 宇宙工学

報　告

1. はじめに
和歌山大学宇宙教育研究所紀要1）にて，和歌山市コ
スモパーク加太と和歌山大学内電波観測通信施設の宇
宙工学教育の実験場利用実績については簡単な紹介・
2012年度の実績・利用団体及び利用目的の紹介を行
なった。本稿では2013年度の実験場利用実績につい
ては簡単にまとめた。そして，申請手続き・実験配置・
広報活動などの実施ノウハウについて記述し，利用予
定者や実験所運用者の一助になればと思う。本稿は，
5節からなる。コスモパーク加太については2節にまと
め，申請手続き・実験配置・広報活動について詳しく
記述した。電波観測通信施設の2013年度利用実績に
ついては3節にまとめ，更に，実験実施手続きと騒音
調査などについてまとめた。伊豆大島実験場について
は4節にまとめた。今後は申請手続きなどの運用体制
が大きく変わるため，和歌山大学が推進した3年間に
ついてまとめて記述した。これらの実験場は共同実験
利用も推進しているため5節にまとめた。

2. コスモパーク加太
コスモパーク加太実験場で行われている実験につい
て ,実験機体・利用団体・教育事業などはすでに紹介

した1）。よってここでは2013年度の利用状況について
簡潔に報告し，特に申請・敷地利用・広報などに注目
してまとめる。

2.1 運用状況
2013年度の利用状況を表1にまとめた。2013年度の
利用回数は12日間であり，2012年度（26日間）に比
べると少なくなった。社会人団体（以下TR）は2013

年度の加太での燃焼実験・打上げ実験を経て，2013

年度の伊豆大島での高高度打上げに成功するに至り，
二段階パラシュートによる減速実験を行なうことがで
き，現在は海上回収について研究している。このよう
に加太の活用に始まり，より高高度を目指すパスが確
立されてきた。日本国内の実験場をみると，より高い
高度が可能な「海打ち」であれば秋田県の「能代宇宙
イベント」[1]や北海道大樹町での共同実験が可能であ
り，6000 m以上確実に打ち上げる技術があれば鹿児
島県内之浦でのさらに高高度打ち上げに挑戦できる状
況にある。以上のように日本全体として射場が充実し
てきた。加太は今後も関西圏を中心に利用者拡大を
図っていく。また兵庫県の工業高校，中部と四国地方
の大学などからの新規利用の問い合わせがきているこ
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とも付記する。
実験場利用は，主に約2ヶ月毎に開催される共同実
験と，宇宙教育研究所による教材開発や学生によるア
ウトリーチ活動などを行なっている。また2012年度
より3月に「第一回加太宇宙イベント」という共同実
験も開催を開始した。大学・企業だけでなく，「ロケッ
トガール&ボーイ養成講座」などの教育プログラム
の参加者の集大成として参加できるようになった。こ
れは秋田県能代市にて秋田大学主催で8月に開催され
ているロケットや缶サットの共同実験「能代宇宙イベ
ント」[1]を参考にしている。4月に始まったプロジェ
クトが8月の能代で実験する時間的ハードルを緩和す
るため，加太は冬季でも打上可能であること活かし年
度末開催とした。よって共同実験は4, 6, 10, 3月頃を
予定している。8月は能代宇宙イベントがあり，11～
2月は学内での発表会やイベントが多いため予定はせ
ず，強い要請があれば対応を議論する。
実験配置の例については，図1a～1bに例示した。
大まかには，コスモパーク加太入り口に受付を設置し
（図2），駐車場内に本部兼機体整備場を設ける（図
3）。ハイブリッドロケット打上は駐車場から西側で行

う。打ち上げる向きも北西～南西にかけてであり，見
学者がいる東側には向けない（図4a～4c）。見学者は
図1bの範囲を見学可能として，高台には見学者席を
設けた（図5）。駐車場の南側広場ではモデルロケット
（図6a），非公開の燃焼実験やモデルロケット打上実
験は駐車場（図6b）にて行なう。造成工事などもあっ
たため，ハイブリッドロケットの射点を一時期変更す
ることもあった（図1bの第三射点）。このようなこと
もあるため実験配置については実験計画書に明記し，
土地管理者側と相談すると良い。
資材については，2013年度の大きな進展として，
ロケット打ち上げ台（ランチャー） を伊豆大島で使用
しているものと同型に改良された点がある（図7）。
また敷地内にコンテナ倉庫が設置され，ランチャーを
収納できるようになり大学へ持ち帰らずにすむように
なった（図8）。さらに，インターネット回線及び電力
線の敷設が行なわれた（図9）。インターネット中継 [2]

は2013/03下旬の「第一回加太宇宙イベント」にてモ
バイルwi-fiルーターにて試行したことがあるが回線
の細さに断絶することがあった。また「缶サット甲子
園など」での作業電力にはガソリン発電機などを使用

応対者学見般一的目者験実・者作制体機類種験実付日
開公非成育材人の人会社）ＲＴ（人会社）型Ｌ（ンジンエドッリブイハ焼燃31/40/3102

2013/05/11 打上 紙モデルロケット（Ａ型） 和歌山大学生（ＷＳＰ） 大学新入生歓迎 非公開
2013/05/18 打上 紙モデルロケット（Ａ型） 和歌山大学生（ＷＳＰ）、高校生 大学新入生歓迎 非公開

開公）ＰＳＷ（生学大山歌和）型Ｉ（トッケロドッリブイハ上打61/60/3102
2013/06/28 打上 モデルロケット（Ｈ型） 和歌山大学（ＩｆＥＳ）と

企業（創機システムズ）との共同開
缶サット甲子園のロケット開発 非公開

2013/07/15 打上 モデルロケット（Ｈ型） 和歌山大学（ＩｆＥＳ）と
企業（創機システムズ）との共同開

缶サット甲子園（地方大会） 非公開

2013/08/07 打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 企業（創機システムズ） 高校生の缶サットの打上実験 公開
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 和歌山大学生（ＷＳＰ） 大学生の活動
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 企業（創機システムズ） 社会人の人材育成
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 企業（創機システムズ） 社会人の人材育成
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 企業（創機システムズ） 社会人の人材育成

2013/10/20 打上 非公開
開公）ＰＳＷ（生学大、）ガケロ（生校高トッケロドッリブイハ上打82-62/30/4102

2013/10/19

兵庫県高校生によるペットボトルロケット打上、準備状況のため中止

公開

表1：和歌山市コスモパーク加太の2013年度利用実績

図1a：加太実験配置例（非公開実験）
航空写真：和歌山県提供

図1b：加太実験配置例（公開実験）
航空写真：和歌山県提供
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図2：受付の様子 図3：本部/整備場の様子

図4a：第1射点の様子 図4b：第2射点の様子

図4c：第3射点の様子
※燃焼実験時。

図5：見学者席の様子
※物品状況によりテントなど設置しない場合は多い。

図6a：モデルロケット射点の様子（H型ロケット） 図6b：モデルロケット射点の様子（A型ロケット）
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していたが，今回の敷設により便利になることが期待
できる。

2.2 申請手続き
申請関連は4段階ある。
1）実験計画書作成について。実験計画書の構成は，
最初に実験日程（実施日と予備日）や内容・回数など
について俯瞰できるようまとめ（図10a），それぞれの
詳細については各項目に記載する（図10b～e）。

2）土地借用申請及び周辺関係各所への届について。
敷地は和歌山県庁が貸与について管理しているため，
土地借用申請を実験45日前に申請する。なるべく1ケ

月ていどまとめて申請した方が良い。ここで提出する
実験計画書ではロケットの簡単な仕様でよく，日程・
当日のスケジュール・実験配置などの敷地利用につい
て，来場者対応・緊急連絡などのイベント運営につい
て記述する点が重要である。土地借用と同時に，消防
署への「煙火仕掛け打上げ届出」及び警察署への通知
書送付を行なう。また，周辺自治体及び地元観光協会
へも通知している。
実験計画書に記載するロケットの仕様については打

図7：加太での新ランチャー
図8：コンテナ

図9：電力・インターネット回線敷設

図10a：実験計画書（概要）

図10b：実験計画書（実施日程詳細）
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上実験団体から情報をもらっておく。この段階で必要
なものは，特に打上機数である。土地管理者は実験配
置や範囲を把握したいため，燃焼実験の際の機材や打
上台の写真などを掲載する場合もある。各参加団体か
らの情報収集を簡便にするために，2013年度からは
ロケットの仕様を整理し，テンプレート化した（図11）。

3）上空許可申請について。加太の場合，打上高度
が地表250 mを超える場合は関西国際空港に通告申請
を行う。ここでの実験計画書では機体の仕様（寸法や
重量），特に到達高度と色を記述することが必要であ
る。またそれらを通告書として別途まとめ提出する（図
12）。申請は実験前14日前程度が良い。実験計画書と
通告書を送付する前に，管制情報官に書面に問題がな
いかをメールにて校閲して頂き，書類に問題がなけれ
ば郵送し，使用許可を頂くまで待つ。
なお，すべてのロケットが到達高度250 m未満であ
る場合は申請不要であるが，一つでも250 m以上のロ

図10c：実験計画書（実験配置詳細）
航空写真：和歌山県提供

図10d：実験計画書（連絡体制詳細）
平常時及び緊急時の連絡体制を記述する。

図11：ロケット仕様シート

図10e：実験計画書（ロケット仕様）
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ケット打上を含む場合は250 m未満のものも一緒に申
請する必要がある。たいていの場合は1時間毎に打上
枠を申請しておき，現場のハイブリッドロケットの打
上を優先させ，他の打上枠にA型ロケットを見学者な
どに打ち上げてもらうなどしている。ハイブリッドロ
ケットのすべてを打ち上げた時点で，別段必要がなけ
れば残りの打上枠を中止して，撤収作業にはいる。「申
請していることを中止することは容易だが，申請して
いないことを急遽行なうことはできない」ということ
が大事である。

4）ロケット団体への打上実験アナウンスについて。
大学宇宙工学コンソーシアム（UNISEC）ロケット団
体のメーリングリスト（uni_rocket）に打上実験1週
間前までに実験する旨および実験計画書を連絡する。
ここでは特に高度や推力の時系列予測値，ロケットの
仕様が必要である。実験後はUNISASデータベース [3]

に登録するため，空力中心や重心などの物理データや
実験の目的や結果などを予め簡潔にまとめておくよう
にするとよい。テンプレート（図11）を使用すれば
実験後のデータベース入力項目を網羅できるだけでな
く，申請書類の書式も自動生成できるようにしている。

よって，土地借用申請の時点から活用しておき，製作
が進むにつれ更新してもらうようにすると良い。

ただし，各地方の管轄部署により異なる場合がある
ことに注意する。必ず手続きや書面様式については関
係各所と事前に調整する。他県での実施例などを示す
ことは一助となる場合もあるが，逆に他県運用者への
飛び火などもあることを十分考慮し慎重に検討にすべ
きである。

2.3 広報
広報については，当研究所のweb[4]及びツイッター [5]

やコスモパーク加太での実験のために開設したポータ
ルサイト [6]などで行なってきている。2013年度から
は和歌山大学広報室からの報道機関へのプレスリリー
スや高校への告知なども開始し，今後は科学系のポー
タルサイトへの投稿も行なう。また共同実験に企業が
参加した場合は社側でも広報が行なわれた。
来場者数および報道については，筆者が担当した

2012年度からの2年間について表2にまとめた。

3. 和歌山大学電波観測通信施設
電波観測通信施設についての2012年度の利用状況
（燃焼実験利用のみ）については宇宙教育研究所紀要1）

に述べたとおりである。ここでは2013年度利用実績
を報告し，実施に必要な手続きと，実験日設定や騒音
調査などの実施ノウハウについてまとめた。

2013年度の利用状況を表3にまとめる。2012年度（6

日）に比べて利用数は減ったが，引き続き大学敷地内
という利便性による実験需要が期待できる。大学生に
よる反復実験（実験システムの変更が容易にできる，

図12：上空許可申請

表2：和歌山市コスモパーク加太の2012〜2013年度来場者実績

表3：和歌山大学電波観測通信施設の2013年度利用実績
（宇宙工学実験のみについて）

応対者学見般一的目者験実・者作制体機類種験実付日

2013/06/01 燃焼 ハイブリッドエンジン（Ｉ型） 和歌山大学生（ＷＳＰ） 新入生育成 非公開
（工業高校見学あり）

イハ焼燃90/20/4102 開公非）型Ｉ（ンジンエドッリブ
ドッリブイハ焼燃62/30/4102 エンジン（J型） 和歌山大学生（ＷＳＰ） 社会人育成 非公開

ロケットガール＆ボーイ養成講座
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図13）や初心者のための実習（見学や「ロケットガー
ル&ボーイ養成講座」での実習）にて活用されている。
なお基本的な実験配置は図14の通りである。
実験実施日については，原則的に大安吉日を除く休
日に行っている。平日は大学講義があるための配慮で
ある。また，観光学部所有のプラネタリウムドーム建
屋下は録音スタジオになっていることも留意する。な
お現在までのところ指摘や苦情はきていないが，基本
的に配慮している状況にある。また，特に初心者への
実習の場合は作業遅延が多々あるため，点火時刻が不
安定であるため休日の方が届けもし易いという理由も
ある。大安吉日を避ける理由は，敷地下に結婚式場が
あるためである。
近隣の住宅地の騒音調査を行なった。調査は

2012/04/05, 04/28, 05/01の燃焼実験にて行なった。

04/05と05/01はエンジンを縦に設置した燃焼実験であ
り，04/28はエンジンを横に設置した実験でありエン
ジンノズルは西（住宅側）側に向けている。図15のよ

うに敷地下の結婚式場及び近隣住宅地に調査人員を配
置した。
この調査により，結婚式場及び住宅地の騒音はバス
のエンジン音程度であり公園利用者や近隣住民が気づ
く様子はなかったとのことである。近くの図書館の窓
が開放されていたため利用者が少し驚きつつ窓から見
てきたり，近くの講義室内でも音が聞こえたりという
報告もあったが、窓が閉じていれば気づかない程度ま
で軽減されるようである。
実施についての申請は現状不要であり，事前の学内
周知で問題なく実施できている（図16）。1～2週間前
に実施案内を学内メールで通知し，実験場に近い棟の
事務には書面でも通知している。また，燃焼実験の様
子や動画などを掲載して欲しいという要望もあり，更
に分かりやすく周知し，学内の興味喚起にもつながれ
ばと思う。

4. 伊豆大島実験場
和歌山大学宇宙教育研究所では2011年度より伊豆

図14：学内燃焼実験時の実験配置
（和歌山大学電波観測通信施設敷地内）

図15：燃焼実験での騒音調査時の調査人員配置
2012/04/05は1，2012/04/28は1〜5，2012/05/01
は6〜8に調査人員を配置して調査した。	

図13：学内燃焼実験時の様子
※ロケットは展示用
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大島の実験場の運営も行っている（図17）。経緯や実
験については，UNISEC報告書 [2][3]にて報告している
ためここでは簡単にまとめる。
伊豆大島実験場の利用状況を表4にまとめた。実験
場の貢献としては，実験場確保が困難である関東圏の
大学生に貴重な実験環境を提供している。また加太よ
りも高い高度1000 mまでの打ち上げ実験が可能であ
るため，社会人による高度な実験を行なうことができ
ている。2012年度からの運営は利用学生が中心とな
る運営委員会が行なっており，当研究所は書面申請や
物品手配などのサポートを継続して行なっている。運
営委員会が主催する共同実験は主に秋（11月），年度
末（3月）に行なう傾向にある。また，打上実験を行
なうために当研究所により伊豆大島用のランチャーを
製作留置し現在まで利用されてきた（図18）。2012年
度にはランチャ－組立のための工具整備や留置ボンベ
の管理方法なども提案し確立することができた。今後

は千葉工業大学によって運用が行われ，引き続き関東
圏の学生に貴重な実験機会を提供することが期待でき
る。また，運営委員会により，共同実験における広報

図16：燃焼実験通知

図18：伊豆大島のランチャー

図17：伊豆大島実験場の位置
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及び展示や講座を取り込むことで伊豆大島内でのイベ
ント化も行い，教育や観光への効果を狙う予定である。
申請については，コスモパーク加太と同様である。
土地利用については東京都総務局大島支庁土木課と
環境省　関東地方環境事務所伊豆諸島自然保護官事
務所，上空許可申請については東京国際空港（羽田空
港），火薬消費については東京都総務局大島支庁産業
課，に申請している。また特別保護区などの近くであ
るため，環境省などと事前に射場について調整した上
で利用している。

5. まとめ
5.1 �コスモパーク加太と和歌山大学電波観測通信施設
　　での共同実験への参加について
コスモパーク加太では約2ヶ月に1回の頻度で共同
実験を行なっている。実験の実施については，2ヶ月
以上前に相談すると良い。実験物品（打上台など）の
仕様，実験配置の調整，運営物品（机やテント）など
の貸出，エンジンに使用する高圧ガスなどの発注につ
いて相談可能である。申請としては実験日45日前に，
図11の仕様表にロケットの基本仕様を記入し提出す
る。上空許可申請が必要な場合は，実験日14日前に，
より詳細な仕様を記入し提出する。最後に実験日1週
間前にUNIROCKETへ公開する情報として仕上げる。

4節でも述べたように，45日前申請（土地借用）で
重要となるのは，打上機数と実験配置である。14日

前申請（上空許可）では，ロケットの全長，機体の
色，機数，打上予定時刻が重要となる。1週間前申請
（UNIROCKET）では，ロケットの全長・重量・重心・
圧力中心などが重要であり，開放機構の仕組みや実験
目的も必要であろう。
以上のように，厳密に制度化しているわけではなく，
射場運営側としては，なるべく利用者の希望を尊重し
たい。また，土地借用申請は申請先への配慮からなる
べく1ヶ月ごとにまとめて行いたい意向もある。よっ
て実験日45日以上前に相談することが大変重要である。
和歌山大学電波観測通信施設でのJ型以下のエンジ
ンの燃焼実験については1～2週間前に学内通知を行な
うため，2週間以上前に相談して欲しい。希望者が提
出すべき書類はなく，口頭やメールでの連絡相談で良
い。重要な点は，エンジンの型・実験予定時刻・実験
配置・運営物品の貸出などである。

5.2 おわりに
和歌山大学宇宙教育研究所が運営する実験場「和歌
山市コスモパーク加太」「和歌山大学電波観測通信施
設」の2013年度利用実績について記述した。また「伊
豆大島実験場」について現在までの利用実績について
記述した。伊豆大島については，学生中心の運営委員
会と千葉工業大学が協力して運営する予定である。ま
た全実験場の申請手続きや通知手続きについても記載
した。今までの利用実績によって関西圏及び国内での

表4：伊豆大島実験場の現在までの利用実績（和歌山大学宇宙教育研究所が運営担当）
応対者学見般一的目者験実・者作制体機類種験実付日

2011/03/01 打上 公開
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 和歌山大学生（ＷＳＰ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 関東の大学生（ＣＯＲＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 東京工業大学生（ＣＲＥＡＴＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 高校生（ロケガ） ロケットガール＆ボーイ養成講座
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 高校生（ロケガ） ロケットガール＆ボーイ養成講座

2012/08/05-07 打上 モデルロケット（Ｇ型） 和歌山大学（ＩｆＥＳ）による既製品改良缶サット甲子園（全国大会） 公開
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 関東の大学生（ＣＯＲＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 関東の大学生（ＣＯＲＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 東京工業大学生（ＣＲＥＡＴＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 高校生（ロケガ） ロケットガール＆ボーイ養成講座
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 関東の大学生（ＣＯＲＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 東京工業大学生（ＣＲＥＡＴＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 東京工業大学生（ＣＲＥＡＴＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 関東の大学生（ＣＯＲＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 東京工業大学生（ＣＲＥＡＴＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 東京工業大学生（ＣＲＥＡＴＥ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｋ型） 社会人（ＴＲ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｋ型） 社会人（ＴＲ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｊ型） 高校生（ロケガ） ロケットガール＆ボーイ養成講座
打上 ハイブリッドロケット（Ｋ型） 社会人（ＴＲ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｋ型） 社会人（ＴＲ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｌ型） 社会人（ＴＲ）
打上 ハイブリッドロケット（Ｌ型） 社会人（ＴＲ）

2013/11/23-24 公開
打上 ハイブリッドロケット
打上 モデルロケット（Ｈ型） 和歌山大学（ＩｆＥＳ）と

企業（創機システムズ）との共同開
缶サット甲子園関東大会の追加
実験

公開

予定していたが、東日本大震災により延期

2013/03/21-23

2011/06/04-05

2012/03/17-19

2012/11/23-25

2013/03/14-16

2013/04/27-29

予定していたが、１０月の災害のため中止

公開

公開

公開

公開

公開
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実験場としての立ち位置が確立できることができたと
考えている。本稿によって和歌山市内実験場利用予定
者への周知になりより広く活用されることになればと
期待する。
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注
[1] http://www.noshiro-space-event.org/
[2] http://www.ustream.tv/channel/rocket-event-in-wakayama
[3] https://sites.google.com/site/unisasrocket/
[4] http://www.wakayama-u.ac.jp/ifes/
[5] https://twitter.com/ifes_wakayama
[6] http://www.wakayama-u.ac.jp/ifes/kada/
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